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胃w胃によるオンライン国犀学会

はじめに

三重大学医学部附属病院医療情報部

村瀬澄夫

インターネットの利用者はすでに世界中で5000-6000万人にも及ぶと言われ、今世紀中には1億人を

超えるとの予測すらある。マスコミにも連日インターネット関連の記事が掲載され、今やー大ブーム

が到来しつつある。ビジネスの分野では、バーチャルカンパニーや電子キャッシュ、医学の分野では

遠隔診断・医療への利用が模索され、個人でもホームページの世界へ向けての公開が行われている。

この何が出てくるか分からない混沌さがインターネットの魅力であるが、その反面、ただインターネ

ットに接続してみてもどこに価値があるのか分からないというのもインターネットの現実的側面であ

る。インターネットはパソコンに似ている。ただパソコンがあっても役に立たない。利用目的があ

り、それを実現するアプリケーションが用意されて初めて価値が出てくる。今後インターネットが単

なるブームに終わるか、世界中の研究者を含む人々の情報基盤となるかは、実用的なアプリケーショ

ンがどれだけ生まれるかにかかっているだろう。

インターネットが提供する最も重要な機能は世界規模の人と人とのコミュニケーションであると考

える。エジソンが電話を発明した際に最初に想定していたのは、遠隔地で音楽や講演が聴けるという

いわば有線放送としての利用であった。同様に、今のWorld-WideWeb (WWW)も一種の放送局と

して利用されているが、電話のように双方向のコミュニケーションツールとして利用されて初めて、

インターネットの本質が明らかになってくるのであろう。さて、研究者にとって、重要な情報交換手

段であるのが学会活動である。研究者は学術大会において研究成果を報告したり、他の研究者から最

新の情報を手に入れることができる。ところが、研究がひとつの専門領域の中で完結することはまれ

なことであり、一人の研究者がいくつもの学会に所属することが必要とされている。学問の発展によ

り研究発表数は増加の一途をたどっており、研究の専門分化がすすみ多数の学会が生まれている。ま

た、いくつかの専門領域を統合した新たな学会も生まれている。今日、世界中の研究者が学会への参

加のために費やしている時間と費用は相当なものになっているであろう。人と人が対面することは、

様々な付加的な意味があるであろうが、純粋に学術情報の交流という点では、これをインターネット

を利用して実現することは不可能なことではないであろう。情報交換の効率化を考えれば、学会発表

の場がインターネットヘ移行することも想像に難くない。
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ィンターネッ ト生物医学国際学会

WWWを利用すれば、ポスターセッションにおける情報をすべて表示できることに着目 して、イン

ターネッ ト生物 ・医学国際会議の開催を試みた。 WWWは今日のインターネッ トブームの主役となっ

ているもので、カラーのパンフレットをめくる感覚で、簡単に文字や画像の情報を入手できるように

したものである。WWWには音声や動画の表示機能もあるので、これを使い口頭の演題発表も原理的

には可能である。しかしながら、快適な音声動画の通信のためには高速大容量の回線が必要とされる

ので、必然的に参加できる施設が限られてしまう。そのため現時点でのインターネット学会では、静

止画を扱うポスターセッションのみとしている。1994年12月に世界で初めて私たちが企画し開催し

たインターネット生物医学国際学会では、 WWWサーバーに電子掲示板を組み込むことにより、研究

成果を見て討議を行うポスターセッションをそのままインターネット上に実現した。 1995年12月に

は第2回を開催した（図 1-3)。

図 1 インターネッ ト生物医学国際学会ホームページ
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討議は、質問者が電子掲示板に意見を書き込み、それに対して演者が返事を書き込むという、ちょ

うど議事録が会議と共に作られる形式で進められた（図4)。
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WWWシステムはサーバー（情報発信側）とクライアント（情報受信側）により成り立つ。

Mosaic, NetscapeなどのWWWクライアント用プログラムを使うことにより、 WWWサーバーと呼

ばれるコンピューターに接続して情報を閲覧する。今回は、三重大学医学部附属病院医療情報部に設

されたワークステーション (S-4/10、富士通）に、 CERNのWWWサーバー用プログラムをイン

ストールして演題データを入力した。これが、国際学会の会場にあたるものである。これまでにWW

Wを利用して学会が開催されたことはないが、その理由のひとつとして、 WWWシステムでは基本的

に情報の流れがサーバーから、クライアントヘの一方向であることが考えられる。そのためWWWの

本来の機能だけでは、ポスターを閲覧することは出来ても、これは双方向の情報の流れが必要とされ

る議論が出来なかった。議論の伴わないポスター展示では、抄録集のインターネットでの公開にすぎ

ない。そこで、議論のためのシステムが必要になるが、インターネット上の討論の方法としては、

TelnetやChatなどのようにオンラインでコメントを書き込みながら、ちょうど芝居の脚本を作るよ

うに発言をする方法と、電子掲示板（ネットニュース）や電子メールなどのように往復書簡形式で意

を交わすという方法がある。前者は次々と質問でき、通常の議論に近いが、世界中からの参加を前

提とすると時差の関係から演者が24時間対応する必要をせまられてしまう。掲示板方式では翌日海

外からの質問に答えればよく、英語に不慣れであっても十分に時間をかけて発言文を作成できる利点

がある。欠点としては討議に時間がかかることがあるが、これは開催期間を長くすることで対応でき

ると思われた。そこで議論のために掲示板方式をとることとし、 WWWで利用できるcommon

gateway interface (C G I)プログラムとして作成した電子掲示板をWWWシステムに埋め込ん

だ。その結果、討議は電子掲示板に質問を書き込み、それに対して演者が返事を書き込むという形式

で行われ、ちょうど議事録が会議と共に作られるといった形態での討論が可能となった。なお、この

システムはポスターセッションだけてなく、学会におけるパーティ会場としても利用された。

インターネット国際会議では、学会の開催だけでなく広報、演題登録、演題受領もすべて、イン

ターネットを通じて行った。広報は、ネットニュースを通じて行い、 •生物研究分野のニュース

グループに記事を送付した。また、 NTI、NCSA、CERNといったインターネット上のサーバー紹介

をしている代表的サーバーに国際会議開催の広報を依頼した。電子メールにて演題登録を受け付け、

投稿案内を送付した。演題そのものは、ワープロソフトで作成されたポスターのデータをインターネ

ット上でのデータ転送 (FTP)にて受け付けた。一部は演題が保存されたディスクを郵送または

FAXにて受け付けた。すべてのデータは学会事務局にてWWWサーバー入力用の書式であるHTML

文書に変換し、アップロードした。これらの作業は主としてパーソナルコンピュータ (Macintmh、

Apple)で行い、ワープロソフト(MSWord、Microsoft)、画像編集ソフト (Photoshop、Adobe

system)、画像フォーマット変換ソフト (GIFconverterK.A.、Mitchell)、ファイル転送ソフト

(Fetch、DartmouthCollege)、電子メールソフト (Eudora-J、K.Nakata)、ネットニュースソ

フト (NewsWatcher-J、K.Nakata)、WWWクライアントソフト (NetscareNavigator、

大阪大学大型計算機センターニュース -16- Vol. 26 No.2 1996-8 



Netsca区 Communications)などを利用した。

演題募集のテーマは生物・医学研究として幅広い分野の演題を求めた。これは、インターネットは

境界のない情報交流の場として機能しているため、その特性を生かして特定の分野を絞り掘り下げる

よりも、分野間の交流をねらいとしたことによる。神経科学や分子生物学は学際的な研究分野であり

近年急速に発展しているが、医学という基礎研究から臨床応用までも含む分野の発展のためには、専

門家間あるいは、他分野の研究者の意見を取り入れることにも意味があると思われる。

会議の成果と利点

第一回の会議では、 11日間に70428件、 1995年12月の第二回会議では、 12日間に125248件ものアク

セスがあった。参加人数の確定は難しいが数千人の規模である。インターネットを利用して、世界中

の研究者がそれぞれのオフィスから居ながらにして国際会議に参加したのである。この会議では、会

場は基礎から臨床の多数の分科会に分かれており、一つのポスターがいくつもの分科会場に同時に展

示されている。このようなことはWWWサーバーを利用したことにより初めて可能になった。演者は

専門家どうしで討議を深めるとともに、異なる分野の多数の専門家と意見を交わすことができたので

ある。専門性を追求するとともに境界領域の研究も同時に発展させるためには、このような研究者間

の交流は不可欠であると思われる。これらのポスターと討議の内容はオンラインプロシーディングと

して、公開当時のまま現在もインターネットで公開されている (http://www.medic.mie-u.ac.j

p)。さらに、インターネット上の開催の利点として、場所や時間、費用、データベース化などがあ

る。

1. 場所や時間にとらわれない

通常、国際会議を開催するためには、会議場の確保や参加者の宿泊施設などの社会基盤の制約があ

り、どこででも手軽に開催できるというわけではない。しかしインターネットでは、隣にあるコンピ

ュータヘ接続するのも、地球の裏側のコンピュータヘも同じように接続できるので、インターネット

学会の参加者は物理的な距離を感じることなく参加できる。さらに、インターネット国際会議ではす

べてがコンピュータ内で自動処理されるため、時差に関係なく世界中から2411寺間いつでもポスターを

見ることができ、討議に参加することができた。したがって、参加者は会議に参加するための時間を

特別に確保する必要がなくなり、例えば診療の合間に国際会議に参加するといったことすら可能にな

った。

2. 費用がかからない

インターネットによる国際会議では、情報の交換だけが行われ、人の移動がない。そのため、それ

に伴う費用がまった＜参加者にも主催者にも必要とされないので、開催のための費用は従来の 10 0 

分の 1以下ぐらいですむ。
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3. 研究成果のデータベース化

通常の国際学会では、会期後は会場には何も残らないが、インターネット学会では、ポスターを永

久に残すことができる。発表された成果は閉会後もデータベースとして、最新の研究成果を調べた

り、研究者に共同研究を呼びかけたりと様々な利用ができる。また、今回の国際会議のデータは討議

録も含めすべてCD-ROMに入れられ、 CD-ROM会議録として参加者に配布されたが、会議のデータ

が電子化されているためこのようなことも簡単であった。

今後の課題

インターネット国際会議の問題点と展望としては次のようなことが指摘される。

1. priorityの保証が現状では不明である

インターネット国際会議へのポスター展示に際して、研究成果のpriorityが保証されないのではない

かとの懸念が何人かの研究者から呈示された。確かに、インターネットは世界中で5000万人が利用

しているとしても、研究分野の権威といわれる研究者がインターネットを正式な発表の場としては未

だ認知しておらず、現在ではpriorityの保証についてははっきりしていない。しかしながら、イン

ターネットの普及と伴に積極的にインターネットを研究発表の場として利用しようという動きが強く

なっており、インターネットを使いこなすことのできる研究指導者が増えるにつれ、インターネット

での発表は当然のことになると思われる。インターネット以上に早く世界に向けて発表する方法はな

いので、競争の熾烈な研究分野では、 priorityを確保するために明日にでもインターネットを利用す

る研究者が出てくることも考えられる。

2. 知的所有権についての法整備がなされていない

インターネットは自由に情報を交換する場であり、情報の所有よりも共有に主たる目的があった。技

術的にもインターネット上のデータは簡単にコピーすることが可能になっている。しかしながら、自

由に配布出来ることを明記されていない限り、著者あるいはデータの所属しているところに著作権は

存在しているとの合意ができつつあり、この点については現行法にても保護されると考えられる。問

題は、著作権保護の対象とならない数値のら列をコピーするとかグラフから数値を読みとるなどによ

りデータを盗用した場合の罰則である。これも明らかに知的所有権の侵害であるので、損害賠償とか

名誉毀損により対処することは可能であろう。また、ある小さな学会にて発表されたデータが盗用さ

れて報告された場合、過去の時点で発表されたことを覚えている研究者が少なければ、盗用を証明す

ることは困難である。しかしながら、インターネット国際会議ではいつでもどこからでも、発表を確

認できる利点がある。さらに、発表の事実を確乎たる事実にするために、 CD-ROM化した。ただ、

多くの研究者にはインターネットがまだなじみがなく、盗用が他の場合よりも簡単であることを考え

ると、ネットワーク上の知的資産を保護するための法整備が早急に望まれる。
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インターネット上の学会組織

インターネットでの知識の共有に共鳴した研究者により、学術大会だけではなく、さらに学会組織そ

のものをインターネット上に実現する試みを我々は進めている (InternetAssociation for 

Biomedical Sciences, JNABIS, 事務局 三重大学・医・医療情報部内、 E-mail:

office@doc .medic.mie-u .ac.jp)。インターネットは、研究者とって重要な学術的基盤となる可能

性を秘めているが、その実現は研究者の利用いかんによる。実際に多くの研究者とともにインターネ

ットの学術利用を図りながら、インターネットの可能性を探って行きたいと考えている。
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